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Ⅰ 業務概要 

 

１．業務の目的 

 

沖縄県八重山列島石垣島周辺の海域及び石西礁湖は豊かなサンゴ礁生態系が広がり多様な海洋生

物が生息していることから、西表石垣国立公園の海域公園地区等に指定されている。一方で、これら

の海域ではサンゴを捕食するオニヒトデの周期的な大量発生が確認されており、捕食圧が増大するこ

とによりサンゴ礁海域の生物多様性や海中景観が著しく損なわれる可能性があるほか、漁業や観光業

など地域経済へも影響を及ぼす可能性もあるため、とりわけ注目すべき攪乱要因のひとつとされてい

る。しかし、大量発生するメカニズムは未だ解明されておらず正確な予想が困難であることから、予

兆を早期検知し直ちに警戒態勢を構築することが重要である。 

本業務では、サンゴ礁生態系の保全を目的として、西表石垣国立公園の石垣島周辺及び石西礁湖の

海域公園地区を中心に、オニヒトデの大量発生の予兆を検知する指標となる稚オニヒトデの分布調査

等を行うとともに、主に漁業や観光業の事業者等に対して講習会を開催することで探索技術を身につ

けた人材を育成し監視体制の強化を図るものである。 

 

２．業務の流れ 

 

  業務の流れを図 1のフロー図に示す。 

 

 

【計画準備】 

・業務計画書作成、空中写真の判読による検討、既存資料の収集。 

【講習会の開催】 

・1～2 月中に漁業及び観光業の事業者等を対象に、室内講習と野外講

習を合わせた講習会を 2 回開催した（1 回につき最大 6 名）。 

【業務報告書の作成】 

・業務全体のデータ整理、解析・考察を行い、報告書を作成。 

【稚オニヒトデの分布調査等の実施】 

・石垣島周辺および石西礁湖における海域公園地区等において、稚オ

ニヒトデ分布調査を 12～1 月中に 3 日間実施。 
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図 1 業務フロー図 
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３．業務の内容 

（１）実施計画書の作成 

 業務の作業内容、日程、安全対策、実施体制、作業フロー等をまとめ実施計画書案を作成し、沖縄

奄美自然環境事務所石垣自然保護官事務所担当官（以下、「環境省担当官」という。）へ提出し、了解

を得て確定した。業務実施計画書の内容を変更する必要が生じた場合には、速やかに環境省担当官に

相談し、了解が得られた内容を反映した業務実施計画を作成の上環境省担当官へ提出した。 

 

（２）打合せの実施 

業務期間中、環境省石垣自然保護官事務所（沖縄県石垣市八島町）にて４回程度打合せを行った（業

務着手時、稚オニヒトデの分布調査の実施後、講習会開催の実施前、報告書取りまとめ時）。環境省

担当官の指示があった場合は速やかに打合せ記録簿案を作成して提出し、了解を得て確定した。 

 

（３）稚オニヒトデ分布調査等の実施 

以下ア～エの方法で、稚オニヒトデ（直径１cm 未満のオニヒトデとする。以下、「稚ヒトデ」とい

う。）の分布調査等を実施した。 

 

ア 実施場所 

石垣島周辺の海域及び石西礁湖における海域公園地区等において実施した。なお、詳細は最

新の稚ヒトデの生息状況等を踏まえ、環境省担当官と協議の上決定した。 

イ 実施期間及び実施回数 

業務実施期間中に、合計 3 回の稚ヒトデ分布調査を実施した。なお、1 回当たりの作業日数

は 1日とし、当該海域において、船上監視 1名、分布調査等担当者 2名（１人１日当たりタン

ク 3本使用）の 3名の体制で作業を行った。 

ウ 分布調査等の実施方法 

当該海域における稚ヒトデの探索、駆除方法等を熟知した潜水士資格保有者が従事し、スク

ーバ潜水により分布調査及び捕獲を行い、捕獲した稚ヒトデは環境省担当官の指示のもと適切

に処分した。 

エ 記録項目 

毎回、次の①～⑧の項目について様式１へ記録し、実施後速やかに環境省担当官へ報告した。

なお、適宜写真記録も行った。 

①実施日 

②海域名 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

④従事者数 

⑤代表者名 

⑥作業時間 

⑦１人当たりの使用タンク数 

⑧その他、作業中に気付いたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など） 
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（４）講習会の実施 

監視体制強化のため、主に石垣島周辺の海域や石西礁湖で操業する漁業や観光業の事業者等を対

象に稚ヒトデ探査技術の習得及び向上を目的とした講習会を 2回開催した。開催に当たっては、稚

ヒトデの探索、駆除方法等を熟知した潜水士資格保有者が講師として従事した。講習会の構成は下

記①及び②のとおりとし、環境省担当官と詳細を調整の上、開催に必要な日程調整、開催案内、出

席者のとりまとめ、発表資料の作成、傭船、会場設営、参加者の安全管理、保険加入の手続き等、

観察会の運営に係る作業を行った。なお、会場は環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター

の資料室で行った。 

 

①室内講習：オニヒトデの生態、（３）の結果を含む近年のオニヒトデの発生状況、稚ヒトデ探索

の際の着眼点等の説明を含む講義を行った。 

②野外講習：必要な船及び機材の手配や船上監視員の確保等を行い、受講者とともに海域でスク

ーバ潜水により探索を行った（受講者１名あたりタンク１本を使用）。 

 

（５）整理・解析及び報告書の作成 

上記（２）～（４）の実施結果の報告書を取りまとめた（本書）。 

 

４．安全対策 

（１）稚ヒトデ分布調査を実施する前には、必ず環境省担当官に連絡した。 

（２）稚ヒトデ分布調査に従事する者に対し、事故防止のための講習を実施するとともに、緊急連絡先

を配布した。 

（３）実際の作業に当たっては、「オニヒトデ駆除安全管理基準」（沖縄県ダイビング安全対策協議会）

等を参考に、安全対策に万全を期した。 

また、本業務に係る具体的な作業方法等については、環境省担当官と適宜連絡調整の上、安全管

理に十分配慮して実施した。 

 

【安全管理対策】 

(1)関係団体等への周知 

(2)一般事項（作業員の安全対策、作業計画、安全確認の周知等、事故発生時、緊急事態の確認等） 

(3)海上作業災害の予防（気象・海象の入手確認、風速、波高などの作業中止基準の設定 

(4)潜水業務の管理（使用機材の点検、潜水作業の安全管理の確認、国際信号旗「A 旗」の掲揚等） 

 

【環境保全対策】 

(1)調査中は、環境保全のため関係法令および条例を守り、調査船舶等で作業により発生したゴミ

は持ち帰り適切に処分した。 

(2)調査中において、サンゴ類をはじめとする生物に損傷をあたえないようにダイバーによるアン

カーリングの実施、潜水作業のフィンキック等において十分配慮した。 
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５．実施体制 

本業務を効果的に実施するために、請負者は次の（１）～（４）の実施体制を整えた。 

（１）本業務の専任の担当者を置き、電話・メール等により発注者と連絡がとれる体制を確保した。 

（２）業務の実施に当たっては、環境省担当官と十分な連絡を保ち、その指示及び承諾を受け業務を行

った。 

（３）業務の実施に当たっては、関係法令及び適用基準等を遵守した。 

（４）業務に当たっては、環境省担当官と連携をとり実施した。 

 

【執行体制、役割分担】 

   主任技術者：吉田 稔（有限会社 海游） 

      役割：業務の総括及び現場責任者、室内講習の講師、データ整理・解析考察、取りまとめ 

    

担当技術者：本宮 信夫（有限会社 海游）、中村 文彦（有限会社 海游） 

      役割：現地調査の実施、野外講習指導、データ整理・解析考察、取りまとめ 

 

 

６．業務履行期限 

契約締結日から令和７年３月２８日まで 
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Ⅱ 業務完了結果 

 

１．稚ヒトデ分布調査 

（１）第１回目稚ヒトデ分布調査 

第１回目稚ヒトデ分布調査は、下図のサクラグチ地先で 2025年 1月 17日に実施した。令和５年度の

分布調査で稚ヒトデの生息していそうな環境が整っていること、縁溝縁脚の地形がはっきりして、根の

底のオーバーハング部があり、無節サンゴモ類も多く見られることから第一回目の稚ヒトデ分布調査地

に決定した。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、中村 文彦）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たり

タンク 1本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2025年 1月 17日 

②海域名：サクラグチ 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 0 0 N24°19′24.9″  E124°10′19.8″ 

2本目 0 0 N24°19′24.9″  E124°10′19.8″ 

3本目 0 0 N24°19′25.9″  E124°10′17.0″ 

合計 0 0 GPS 座標系：WGS84 

 

 

 ④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、中村 文彦） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

1 本目 2 本目 3 本目 

サクラグチ 
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 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  縁溝縁脚の発達した急な礁斜面で水深は 7～12m 程度。斜面裾部はオーバーハング部が多く無節

サンゴモ類が多くついていた。稚ヒトデが生息するような環境で確認する場所が多いため 1本目と

2本目は同じポイントで実施した。サンゴ被度は 10～20％で多種混成型、ミドリイシ類は少なかっ

た。 

 

 ⑨海域の状況 

  

1本目：急な礁斜面でサンゴ類は少ない。根のオーバーハング部で稚ヒトデの偽食痕が多く見られた。 

  

２本目：サンゴ被度は 10～20％の多種混成型でミドリイシ類は少ない。偽食痕は多い。 

  

3本目：縁溝縁脚が発達した急な礁斜面で、根の裾部には無節サンゴモ類が多く生育している。偽食痕も多い。 
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（２）第２回目稚ヒトデ分布調査 

第２回目稚ヒトデ分布調査は、下図のフサキ観音堂地先で 2025年 1月 20日に実施した。 

この海域は典型的な縁溝縁脚を呈し、南側に面した起伏の多い礁斜面では、稚ヒトデが生息する環境

が多く見られたことから第二回目の稚ヒトデ分布調査に決定した。フサキ観音堂地先は石垣島西側に行

く船舶が多く通過する海域でダイピングスポットではない。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、中村文彦）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たりタ

ンク 1本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2025年 1月 20日 

②海域名：フサキ観音堂地先海域 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 0 0 N24°21′20.8″  E124°06′48.8″ 

2本目 0 0 N24°21′28.6″  E124°06′42.4″ 

3本目 0 0 N24°19′22.1″  E124°10′06.4″ 

合計 0 0 GPS 座標系：WGS84 

 

 

 

 ④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、中村文彦） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

1本目 

2本目 

3本目 
石垣島 

フサキ観音堂地先 
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 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  調査した海域は石垣島の南側に面して起伏の多い礁斜面で水深は 2～12ｍ程度。サンゴ被度は 10

～20％の多種混成型で塊状や被覆状のサンゴ類が主体であり、全体的にミドリイシ類は少なかった

が、ミドリイシ新規加入群体も少し見られた。根の裾部など無節サンゴモ類が多く、稚ヒトデが生

息するような環境であったが稚ヒトデは見られなかった。観音堂から新川川にかけて浮泥が多く見

られ濁りもきつかった。 

⑨海域の状況 

  

１本目：サンゴ被度は 10～20％の多種混成で無節サンゴモは多く見られる。浮泥が多く濁りが強い。 

  

2本目：底質は泥質の多い砂礫底で、濁りが舞い上がるためあまり講習会に向いていない。 

  

3本目：オーバーハング部には無節サンゴモ類あり、偽食痕も見られた。 
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（３）第３回目稚ヒトデ分布調査 

第３回目稚ヒトデ分布調査は、下図のサクラグチ周辺海域で 2025年 1月 21日に実施した。第１回目

と同様に稚ヒトデの生息していそうな環境が整っていること、縁溝縁脚の地形がはっきりして、根の底

のオーバーハング部があり、無節サンゴモ類も多く見られることから第３回目も稚ヒトデ分布調査地に

決定した。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、中村文彦）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たりタ

ンク一本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2025年 1月 21日 

②海域名：サクラグチ周辺海域 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 0 0 N24°19′22.9″  E124°10′23.1″ 

2本目 0 0 N24°19′23.9″  E124°10′21.7″ 

3本目 0 0 N24°19′22.2″  E124°10′05.3″ 

合計 0 0 GPS 座標系：WGS84 

 

 ④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、中村文彦） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

1本目 

2本目 
3本目 
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 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  やや急な礁斜面で水深は 3～13m程度であった。1、2本目の東側のサンゴ被度は 10～20％の多種

混成で 3本目の西側ではサンゴ被度が 20～30％の多種混成でミドリイシ類も多かった。根の裾部な

どオーバーハング部に無節サンゴモ類が多く、稚ヒトデが生息するような環境であった。3 カ所で

稚ヒトデの食痕と思われるものが見られた。 

 ⑨海域の状況 

  

1本目：サンゴ被度は 10～20％多種混成で、縁溝縁脚が発達した礁斜面。 

  

2本目：リーフフラット部はサンゴ類が少ない。稚ヒトデ食痕らしきものが確認できたが本体は見られなかった。 

  

3本目：ミドリイシ類が多くなり被度は 20～30多種混成。稚ヒトデの食痕及び個体は見られなかった。 
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２．稚ヒトデ講習会の開催 

稚ヒトデの監視体制強化のため、石垣島周辺の海域や石西礁湖で操業する漁業や観光業の事業者及び

一般市民を対象に稚ヒトデ探索技術の習得及び向上を目的とした講習会を 2回開催した。参加者の募集

は、八重山ダイビング協会業者の集まる会合で告知とチラシを配布した。漁業者に対しては八重山漁協

青年部から広報してもらった。また興味があると個別に事前相談があった地域住民に直接電話やメール

等で案内した。今回も石垣市に後援をいただき石垣市のラインで周知に協力してもらった。 

【参加者募集のチラシ】 
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（１）第１回目講習会 

（1）室内講習 

  2025 年 2 月 1日（土）の 10時から 11時 30分まで環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンタ

ーの資料室で実施した。オニヒトデの生態、今年度の稚ヒトデ分布調査の結果を含む近年のオニヒト

デの発生状況、稚ヒトデ探索の方法と着眼点の説明を行った。 

 ①講師：吉田 稔（有限会社 海游） 

 ②参加者：潜水スキルの高い一般市民 2名（当日不参加 2名） 

 ③室内講習会の状況 

  

室内講習会の状況 

 

 

（2）野外講習 

  2025年 2月 1日（土）の午前中の受講者とともに海域で SCUBAダイビングにより、稚ヒトデの探

索の場所及び探索の仕方などを行った。 

 ①実施日：2025年 2月 1日 13時 30分から 

 ②海域名：竹富タキドングチ近く（N 24°20′37.7″ E 124°05′30.4″） 

 ③指導スタッフ：吉田 稔（有限会社 海游）、本宮 信夫（有限会社 海游） 

 ④受講者：一般市民 2名の合計 4名 

 ⑤船上監視：名嘉貴也（なりき丸船長） 

 ⑥作業時間：50分 

 ⑦一人当たりのタンク使用数：1本 

 ⑧その他、講習中に気付いたこと： 

  竹富港西側の縁溝縁脚の礁斜面で水深は7～13m程度。サンゴ被度は50～60％の枝卓ミドリイシ型。

根の裾部などオーバーハングになった地形で無節サンゴモ類が多く、稚ヒトデが生息するような環境

であった。探索は主に根の裾部であまり移動せず丹念に稚ヒトデを探索した。講習時稚ヒトデの食痕

らしきものが数箇所で見られたが、稚ヒトデは確認・捕獲できなかった。 
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⑨野外講習の状況 

  

野外講習の準備の状況と実習の状況 

  

根のすそ部のオーバーハング状の奥の無節サンゴモ類の表面を確認中。 

野外講習地点 

竹富島 

竹富港 
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調査方法は根の奥の無節サンゴモ類のある場所を、ライトを用いて丹念に探す。 

 

  

稚サンゴ食痕と思われるものが確認できた。 

  

野外講習の海域の状況は、縁溝縁脚が発達し複雑な地形の礁斜面でサンゴ被度は 50～60％の枝卓ミドリイ

シ型であった。 
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（２）第２回目講習会 

（1）室内講習 

  2025 年 2 月 9日（日）の 10時から 11時 30分まで環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンタ

ーの資料室で実施した。オニヒトデの生態、今年度の稚ヒトデ分布調査の結果を含む近年のオニヒト

デの発生状況、稚ヒトデ探索の方法と着眼点の説明を行った。 

 ①講師：吉田 稔（有限会社 海游） 

 ②参加者：市内ダイビング業従事者 2名、潜水スキルの高い地元住民 1名の合計 3名（当日不参加 1

名） 

 ③室内講習会の状況 

  

室内講習会の状況 

 

（2）野外講習 

  2025年 2月 9日の午前中の受講者とともに海域で SCUBAダイビングにより、稚ヒトデの探索の場

所及び探索の仕方などを行った。 

 ①実施日：2024年 2月 4日 13時 30分から 

 ②海域名：竹富タキドングチ（N 24°19′13.3″ E 124°09′45.6″） 

 ③指導スタッフ：吉田 稔（有限会社 海游）、本宮 信夫（有限会社 海游） 

 ④受講者：市内ダイビング事業者 2名、地元住民 1名は中耳炎で船上見学。  

 ⑤船上監視：名嘉 貴也（なりき丸船長） 

 ⑥作業時間：50分 

 ⑦一人当たりのタンク使用数：1本 

 ⑧その他、講習中に気付いたこと： 

  第 2回目の野外講習はサクラグチから出て南西側の海域で実施した。場所は縁溝縁脚の発達したや

や急で起伏がある礁斜面で水深は 7～12m 程度。サンゴ被度は 20～30％の多種混成でハマサンゴ類や

キクメイシ類などが主体であり、ミドリイシ類は直径 20～30 ㎝ものが見られた。サンゴ食貝類によ

る食痕が少し見られた。根の裾部はオーバーハング部が多くあり、無節サンゴモ類が多く稚ヒトデが

生息するような環境であった。2 回目の野外講習では稚ヒトデは確認・捕獲できなかったが食痕らし

きものが数箇所で見られた。 
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⑨野外講習の状況 

  

野外講習の準備の状況と実習の状況 

  

調査方法は根の奥の無節サンゴモ類のある場所を、ライトを用いて丹念に探す。 

野外講習地点 

サクラグチ 
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根の下部の無節サンゴモ類の表面を確認中。 

 

  

稚ヒトデの食痕らしきものが数箇所で確認できた。稚ヒトデの本体は確認できなかった。 

 

  

野外講習の海域の状況は、サンゴ被度は 20～30％の多種混成でハマサンゴ類、キクメイシ類や被覆状や葉

状サンゴ類などが多く見られる。 
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３．まとめ 

 

（１）稚ヒトデ分布調査および野外講習の稚ヒトデ確認結果について 

 2025年 1月 17日、20日及び 21日の 3日間で稚ヒトデ分布調査と、2月 1日と 2月 9日に野外講習

を実施して、その結果稚ヒトデの確認・捕獲数はなかった。 

講習会で使用した稚ヒトデモニタリングマニュアルの 21ページの評価基準によると 15分間ではま

ったく確認できなかったので、評価基準としては「平常」であった。 

海域名 実施日数 従事者数 タンク本数 駆除数 駆除効率 

サクラグチ 1 2 6 0個体 0.00 

フサキ観音堂地先 1 2 6 0個体 0.00 

サクラグチ 1 2 6 0個体 0.00 

竹富タキドングチ（野外講習） 1 4 4 0個体 0.00 

サクラグチ（野外講習） 1 5 5 0個体 0.00 

合計 5 18 30 0個体 0.00 

   

 

（２）稚ヒトデ講習会の開催について 

稚ヒトデ講習会で 1回あたり最大 6名程度の参加者募集を行い、受講者数は 1回目 2名（当日不参

加 2名）、2回目 3名であった。案内は八重山ダイビング協会業者が多く集まる会合で 5分程度の告知

しチラシを配布した。漁業者に対しては口コミでの募集を実施した。また、石垣市に本事業の後援を

してもらい石垣市のラインや HP で広く一般市民に向けて告示した。昨年は石垣市の広報で多くの一

般市民の反応があり参加者も数名あったが、今年は石垣市のライン告知の後、反応はなかった。1 月

の下旬から 2月中旬にかけて、北風の強い寒い日が続いたのが原因の一つと思われる。 

 

 

（３）稚ヒトデの生息状況・モニタリングなど総評 

 本年度の稚ヒトデモニタリング、野外講習等で稚ヒトデは 1個体も確認できなかった。現在のとこ

ろオニヒトデおよび稚ヒトデは絶滅危惧種ぐらいなかなか発見できず大発生の予兆はないと思われ

る。 

 今回は、ダイビング業者が多く集まる会合に参加し会合後に稚ヒトデモニタリングの重要性などと

講習の案内を告知しチラシも配布した。しかし、参加者の問い合わせが一件もなかった。ダイビング

業者に関しては 2月から休業するショップが多く、参加予測が難しいため１週間前と直前に呼びかけ

るのが良いと思われる。今後も日々いろいろな海域で潜水する多くのダイバー等に稚ヒトデモニタリ

ングのトレーニングを積んで実施してもらい情報やデータを蓄積していくことが重要である。稚ヒト

デモニタリング作業は、やってみると面白いという意見もあった。この「面白い」という感想が、本

業務の主な目的のひとつである監視体制の強化につながるポイントとなる。また、稚ヒトデはピンク

色で可愛らしいので捕獲したものはアクリル等で固定してアクセサリーとして作成し取りためてお

くと利用範囲は大きく、オニヒトデに関するサンゴ礁保全の普及啓発効果も高いと思われる。 
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Ⅲ 参考資料 

１．打合せ記録簿 

（１）第１回 

場所 環境省石垣自然保護官事務所 日時 2024年 11月 18日 

出席者 発注者側：近藤 千尋 請負者側：（有）海游 吉田 稔 

打合せ事項（協議事項）： 

業務着手前に業務実施計画書を作成し、環境省担当官と実施計画書の記述している業務の内容と進

め方等について説明した。特に業務全般において安全面に留意し事故等のないように進行することを

確認した。また、講習会の参加者については周知等を早めに実施し、6 名の参加者が満席になるよう

に努力することの了承を得て確定した。処理事項は特になかった。 

 

（２）第２回 

場所 環境省石垣自然保護官事務所 日時 2025年 1月 23日 

出席者 発注者側：近藤 千尋 請負者側：（有）海游 吉田 稔 

打合せ事項（協議事項）： 

2025年 1月 17日、20日、21日に実施した 3回の稚ヒトデ分布調査について説明した。本年度の稚

ヒトデ分布調査では稚ヒトデを 1個体も確認することはできなかったことと、稚ヒトデ食痕等の多く

ある環境の海域が明確になってきたなどの報告を行った。処理事項は特になかった。この報告に対し

て環境省担当官の了承を得た。 

 

（３）第３回 

場所 環境省石垣自然保護官事務所 日時 2025年 1月 29日 

出席者 発注者側：近藤 千尋 請負者側：（有）海游 吉田 稔 

打合せ事項（協議事項）： 

稚ヒトデモニタリング講習会実施の前に現在の応募状況や実施日案について説明した。講習会には

参加者は数名の状態であったため、環境省担当官と協議し石垣市に協力を依頼することに対して承諾

を得てから、石垣市の HP やラインに搭載してもらった。今年はこの効果がなく 1 件の問い合わせも

なかったことなどを報告した。その参加の低い原因としては 1月下旬から石垣島は例年になく低温で

北風が強かったためと思われる。処理事項は特になかった。 

 

（４）第４回 

場所 環境省石垣自然保護官事務所 日時 2024年 2月 10日 

出席者 発注者側：近藤 千尋 請負者側：（有）海游 吉田 稔 

打合せ事項（協議事項）： 

報告書取りまとめについて説明した。講習会に関しては 2月 1日に地元住民の 2名が当日のキャン

セルがあり、2月 9日は当日の 1 名のキャンセルがあり合計 2 日間で 5名の参加者になったことを報

告した。報告書に関しては、初稿を環境省担当官に提出・確認の後、本稿を作成し納品することとし

た。 
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２．資料１（講習会で使用した資料 1～3）：オニヒトデのはなし（成長、産卵などについて） 
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３．資料２：オニヒトデのはなし（沖縄県自然保護課の冊子一部引用） 

https://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/shizen/hogo/onihitode_no_hanasi.html 
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４．資料３：稚ヒトデモニタリングマニュアル（㈶亜熱帯総合研究所の冊子一部引用） 

https://www.ostc-okinawa.org/wp/img/2018/02/10c23675377157c21159e2ec9e107fdb.pdf 
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環境省請負業務 

 

令和６年度西表石垣国立公園（石垣地域） 

海域公園地区等における稚オニヒトデ調査等業務 

報告書 

 

令和７年（2025年）３月 

 

環境省 九州地方環境事務所 沖縄奄美自然環境事務所 

〒900-0022 沖縄県那覇市樋川 1丁目 15番 15号 

那覇第一地方合同庁舎 1階 

電話：(098)836-6400 

 

請負者：有限会社 海游 

〒907-0024 沖縄県石垣市新川 1585-197 

電話：（0980）83-9083 

 

 

リサイクル適正の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準にしたがい、印刷用の

紙へのリサイクルに適した材料[A ランク]のみを用いて作製しています。 

 

 


